
第１学年３組 数学科学習指導案 

 

平成２９年１１月３０日(木)第５校時 

 

１ 題材名  比例と反比例（比例の利用） 

 

２ 題材の目標 

  具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通し

て，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし表現し考

察する能力を培う。 

  ア 関数関係の意味を理解すること。  

  イ 比例，反比例の意味を理解すること。  

  ウ 座標の意味を理解すること。  

  エ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解すること。  

  オ 比例，反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。 

 

３ 題材について 

 （１）生徒観 

全国や県の学力学習調査や定期テストの結果から，学力層の幅が広いことが分かる。  

  数学の苦手な生徒には基礎基本の定着を，得意な生徒には理解の深化を図ることによ 

り，一人一人の学力を伸ばしていきたい。また，１学年に限らず本校の特徴として中上 

位層の伸びに課題があるので，効果的な働きかけをしたい。 

   

 （２）題材観 

      小学校においては，第４学年から第６学年にかけて，数量の関係を□，△，ａ，ｘな

どを用いた式に表しそれらに数を当てはめて調べたり，変化の様子を折れ線グラフで表

し変化の特徴を読み取ったり，比例の関係を理解し，これを用いて問題解決したり，反

比例の関係について理解してきている。 

   中学校においては，第１学年で，これらの学習の上に立って，関数関係についての内

容を一層豊かにし，具体的な事象の中から伴って変わる二つの数量を取り出して，その

変化や対応の仕方に着目し，関数関係の意味を理解できるようにする。 

   比例，反比例の学習は，日常生活において数量を関係的に探究する基礎となるもので

ある。これらの学習においては，一般的，形式的に流れることなく，具体的に事象を考

察することを通して，関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。また，数の拡張

や関数の概念を基にして，小学校で学習した比例，反比例を関数としてとらえ直すこと

も必要である。 

 



 

 （３）指導観 

   本題材は，２つの数量の関係を比例とみなして考えることのよさを意図した題材であ

る。比例とみなして考えることによって，実際には計測や計量できないものをおおよそ

ではあるが推測することができたり，調べる手間と時間を軽減できたりすることを実感

させたい。また，それぞれの問題においては，生徒が無意識のうちに単純化・理想化す

ることにより比例とみなして考察している。問題解決の場面で触れていきたい。 

   本時の学習指導に限らず，数学学習全般において大切なことは， 

    ①自己の納得を深めること ②他者を説得すること 

  であると考える。学習活動を通して，また，教え合い学び合いの場を十分に確保するこ

とによって，仲間の見方や考え方のよさを感得し，自己のよさを発揮できるようにした

い。そして，よりよい学習集団を育成することにより，一人一人の学力を伸ばしていき

たい。 

 

４ 指導計画及び評価計画（本時１８／２１） 

   学習指導要領，「埼玉県中学校教育課程編成要領」，「埼玉県中学校教育課程評価資料」

等を参照して，本題材の学習指導計画，および評価計画 (規準)を下のように設定した。 

4 章 比例と反比例（21 時間） 

 

月 節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 

関心・意欲 

・態度 

見方や考え方 技能 知識・理解 

10 

月 

１ 

関

数 

待ち時

間の予

想はで

きるか

な？ 

(教科書

p.104～        

106) 

 

１ 身のまわりの問題

を，関数や比例の

考えを利用して解

決することを通し

て，そのよさを理

解する。 

・行列の待ち時間を予想

するために，どんなこ

とがわかればよいか

を考える。 

・1 人がポップコーンを

買うのにかかる時間を

一定と考えて，並んで

いる人数から待ち時間

を予想する。 

○伴って変わる

2つの数量の

間の関係に関

心をもち，そ

の変化や対応

のようすを調

べようとして

いる。 

○身のまわりの

問題を，関数

や比例の考え

を利用して解

決することが

できる。 

  

１関数 

(教科書

p.106～ 

109) 

２ 関数の意味を理解

する。また，変域

の意味と表し方を

理解し，変域を不

等号を使って表す

ことができる。 

・関数の意味を知る。 

・変域の意味と表し方を

知る。 

・変域を不等号を使って

表す。 

［用語・記号］変数，y

は x の関数である，変

域 

 ○変域を不等号

を使って表す

ことができ

る。 

○関数の意味を

理解してい

る。 

○変域の意味と

表し方を理解

している。 

３ 伴って変わる 2つ

の数量の間の関係

を，表や式に表す

ことができる。 

・2つの数量の間に関数

の関係があるかどうか

を判断する。 

・関数の関係を「～は…

の関数である」という

言い方で表す。 

・伴って変わる 2つの数

量の間の関係を，表や

式に表す。 

○具体的な事象

の中から，関

数の関係にあ

る 2つの数量

を見いだすこ

とができる。 

○伴って変わる

2つの数量の

間の関係を，

表や式に表す

ことができ

る。 

○関数の意味を

理解してい

る。 



11 

月 

２ 

比

例 

時間と

道のり

の関係

は？ 

(教科書

p.110～ 

112) 

４ 比例の意味を理解

し，比例の関係を

式に表すことがで

きる。 

・歩く時間と進む道のり

の関係を調べて，小学

校で学んだ比例の特徴

が成り立つことを確認

する。 

・歩く時間と進む道のり

の関係を，関数ととら

えて式で表し，比例，

比例定数の意味を知

る。 

・yを xの式で表して，y

が x に比例するかどう

かを調べる。 

○比例の関係に

関心をもち，

その変化や対

応のようすを

調べようとし

ている。 

○具体的な事象

の中から，比

例の関係にあ

る 2つの数量

を見いだすこ

とができる。 

○比例の関係を

式に表すこと

ができる。 

○比例や比例定

数の意味を理

解している。 

１比例 

する量 

(教科書 

p.112～

114) 

５ y＝axについて，x

の変域や比例定数

を負の数に広げて

も，比例の性質が

成り立つことを理

解する。 

・y＝axについて，xの変

域や比例定数を負の数

に広げて，比例の性質

が成り立つかどうかを

調べる。 

○y＝axについ

て，xの変域や

比例定数を負

の数に広げ

て，比例の性

質が成り立つ

かどうかを考

えることがで

きる。 

 ○y＝axについ

て，xの変域や

比例定数を負

の数に広げて

も，比例の性

質が成り立つ

ことを理解し

ている。 

６ 1 組の x，yの値か

ら，比例の式を求

めることができ

る。 

・yが xに比例するとき，

1組の x，yの値から，y

を xの式で表す。 

  ○yがxに比例す

るとき，1組の

x，yの値から，

yを xの式で表

すことができ

る。 

 

２比例 

のグラ

フ 

(教科書 

p.115～

120) 

７ 座標の意味や点の

位置の表し方を理

解し，点の座標を

求めたり，座標を

平面上の点で表し

たりすることがで

きる。 

・数の範囲を負の数に広

げたときの点の位置の

表し方を考える。 

・点の座標を求めたり，

座標を平面上の点で表

したりする。 

［用語・記号］x軸，y軸，

座標軸，原点，x座標，

y 座標，座標 

○点の位置の表

し方に関心を

もち，数の範

囲を負の数に

広げた場合に

ついて考えよ

うとしてい

る。 

 ○点の座標を求

めたり，座標

を平面上の点

で表したりす

ることができ

る。 

○座標の意味や

点の位置の表

し方を理解し

ている。 

８ 比例のグラフは，

その式を満たす点

の集合であり，原

点を通る 1つの直

線になることを理

解する。 

・小学校で学んだ比例の

グラフを，変域を負の

数に広げると，どんな

形になるかを調べる。 

・点を細かくとって，そ

れらの点の集まりが 1

つの直線になることを

確認する。 

○比例のグラフ

に関心をも

ち，グラフを

かいてその特

徴を調べよう

としている。 

○比例の式を満

たす点を細か

くとっていく

と，そのグラ

フはどうなる

かを予想する

ことができ

る。 

○比例定数が正

の数の場合の

比例のグラフ

をかくことが

できる。 

 

 

○比例のグラフ

は，式を満た

す点の集合で

あり，原点を

通る 1つの直

線になること

を理解してい

る。 

９ 比例のグラフをか

くことができる。

また，比例のグラ

フの特徴を理解す

る。 

・比例定数が負の数のと

きの比例のグラフをか

く。 

・y＝axについて，aがい

ろいろな値をとる場合

のグラフをかく。 

・比例のグラフについ

て，比例定数が正の場

合と負の場合で，x の

値が増加するときの y

の値の変化やグラフの

傾き方を比べる。 

 

○比例のグラフ

の特徴を見い

だすことがで

きる。 

○比例のグラフ

をかくことが

できる。 

○比例のグラフ

の特徴を理解

している。 



２比例 

の表， 

式，グ 

ラフ 

(教科書 

p.121～

122) 

10 比例の表，式，グ

ラフの関係を理解

する。また，比例

のグラフから式を

求めることができ

る。 

・比例を表す表から式を

求めるには，どんな方

法があるかを考える。 

・比例を表す表，式，グ

ラフのどこに比例定数

があらわれるかをまと

める。 

・比例のグラフから式を

求める方法を考える。 

○比例の表，式，

グラフの関係

に関心をも

ち，比例定数

がどこにあら

われるかを調

べようとして

いる。 

○比例の表から

式を求める方

法を考え，説

明することが

できる。 

○比例の表，式，

グラフを，関

連付けて考え

ることができ

る。 

○比例のグラフ

から式を求め

ることができ

る。 

 

基本の 

問題 

(教科書 

p.123） 

11 

 

 

３ 

反

比

例 

１反比 

例する 

量 

(教科書 

p.124～

127) 

12 反比例の意味を理

解し，反比例の関

係を式に表すこと

ができる。 

・歩く速さとかかる時間

の関係を調べて，小学

校で学んだ反比例の特

徴が成り立つことを確

認する。 

・歩く速さとかかる時間

の関係を，関数ととら

えて式で表し，反比例，

比例定数の意味を知

る。 

・yを xの式で表して，y

が x に反比例するかど

うかを調べる。 

○反比例の関係

に関心をも

ち，その変化

や対応のよう

すを調べよう

としている。 

○具体的な事象

の中から，反

比例の関係に

ある 2つの数

量を見いだす

ことができ

る。 

○反比例の関係

を式に表すこ

とができる。 

○反比例や比例

定数の意味を

理解してい

る。 

13 

 

 

 

 

 

y＝a/xについて，x

の変域や比例定数

を負の数に広げて

も，反比例の性質

が成り立つことを

理解する。また，1

組の x，yの値から，

反比例の式を求め

ることができる。 

・y＝a/xについて，xの

変域や比例定数を負の

数に広げて，反比例の

性質が成り立つかどう

かを調べる。 

・y が x に反比例すると

き，1 組の x，y の値か

ら，yを xの式で表す。 

○y＝a/xについ

て，xの変域や

比例定数を負

の数に広げ

て，反比例の

性質が成り立

つかどうかを

考えることが

できる。 

○1 組の x，yの

値から，反比

例の式を求め

ることができ

る。 

○y＝a/xについ

て，xの変域や

比例定数を負

の数に広げて

も，反比例の

性質が成り立

つことを理解

している。 

２反比 

例のグ 

ラフ 

(教科書 

p.128～

130) 

14 反比例のグラフ

は，その式を満た

す点の集合であ

り，なめらかな 2

つの曲線になるこ

とを理解する。 

・小学校で学んだ反比例

のグラフを，変域を負

の数に広げると，どん

な形になるかを調べ

る。 

・点を細かくとって，そ

れらの点の集まりが，

なめらかな 2 つの曲線

になることを確認す

る。 

○反比例のグラ

フに関心をも

ち，グラフを

かいてその特

徴を調べよう

としている。 

○反比例の式を

満たす点を細

かくとってい

くと，そのグ

ラフはどうな

るかを予想す

ることができ

る。 

○比例定数が正

の数の場合の

反比例のグラ

フをかくこと

ができる。 

○反比例のグラ

フは，式を満

たす点の集合

であり，なめ

らかな 2つの

曲線になるこ

とを理解して

いる。 

15 反比例のグラフを

かくことができ

る。また，反比例

のグラフの特徴を

理解する。 

・比例定数が負の数のと

きの反比例のグラフを

かく。 

・反比例のグラフについ

て，比例定数が正の場

合と負の場合を比べた

り，x の値を大きくし

たり 0 に近づけたりし

て，その特徴を調べる。 

［用語・記号］双曲線 

 

○反比例のグラ

フの特徴を見

いだすことが

できる。 

○反比例のグラ

フをかくこと

ができる。 

○反比例のグラ

フの特徴を理

解している。 



３反比 

例の 

表， 

式，グ 

ラフ 

(教科書 

p.131～

133) 

16 反比例の表，式，

グラフの関係を理

解する。また，反

比例のグラフから

式を求めることが

できる。 

・反比例を表す表から式

を求めるには，どんな

方法があるかを考え

る。 

・反比例を表す表，式，

グラフのどこに比例定

数があらわれるかをま

とめる。 

・反比例のグラフから式

を求める方法を考え

る。 

○反比例の表，

式，グラフの

関係に関心を

もち，比例定

数がどこにあ

らわれるかを

調べようとし

ている。 

○反比例の表か

ら式を求める

方法を考え，

説明すること

ができる。 

○反比例の表，

式，グラフを，

関連付けて考

えることがで

きる。 

○反比例のグラ

フから式を求

めることがで

きる。 

 

17 a＝bcで表される

関係において，2つ

の数量に着目し

て，その数量の間

の関係を考えるこ

とができる。 

・s＝vtの式で，s，v，t

のうち，1つの変数の

値を決めたとき，他の

2つの変数の関係がど

うなるかを調べる。 

○a＝bcで表さ

れる関係に関

心をもち，比

例や反比例の

見方で調べよ

うとしてい

る。 

○a＝bcで表さ

れる関係にお

いて，2つの数

量に着目し

て，その数量

の間の関係を

考えることが

できる。 

  

基本の 

問題 

(教科書 

p.133) 

 

   期末テスト 

12 

月 

４ 

比

例

と

反

比

例

の

利

用 

１比例 

と反比 

例の利 

用 

(教科書 

p.134～

136) 

18 

(本時) 

身のまわりの問題

を，比例の関係を

利用して解決する

ことができる。 

・身のまわりの問題を，

比例の関係を利用して

解決する。 

○具体的な事

象を比例や

反比例の関

係でとらえ

ることに関

心をもち，比

例や反比例

とそのグラ

フを利用し

て問題を解

決しようと

している。 

○具体的な事

象を比例の

関係でとら

え，それらを

利用して問題

を解決でき

る。 

 ○身のまわりに

は，比例を利用

して問題を解決

できる場面があ

ることを理解し

ている。 

19 身のまわりの問題

を，反比例の関係

を利用して解決す

ることができる。 

・身のまわりの問題を，

反比例の関係を利用し

て解決する。 

○具体的な事

象を反比例

の関係でと

らえ，それら

を利用して問

題を解決でき

る。 

 ○身のまわりに

は，反比例を利

用して問題を解

決できる場面が

あることを理解

している。 

20 身のまわりの問題

を，比例のグラフ

を利用して解決す

ることができる。 

・身のまわりの問題を，

比例のグラフを利用し

て解決する。 

・比例のグラフから，具

体的な事象を読みと

る。 

○具体的な事

象を比例の

関係でとら

え，そのグラ

フを利用して

問題を解決で

きる。 

○比例のグラ

フから，具体

的な事象を

読みとるこ

とができる。 

 ○比例のグラフを

利用して問題を

解決できること

や，グラフのよ

さを理解してい

る。 

章の問題Ａ 

(教科書 

p.137) 

21 

 

 

 

 

 



５ 本時の学習 

（１）本時の目標 

   ○具体的な事象を比例の関係でとらえることに関心をもち，比例を利用して問題を解

決しようとしている。                   <関心･意欲･態度> 

   ○具体的な事象を比例の関係でとらえ，それらを利用して問題を解決できる。                                     

<見方や考え方> 

   ○身のまわりには，比例を利用して問題を解決できる場面があることを理解している。    

<知識・理解> 

 

（２）本時の展開 

 学習活動 教師の働きかけと 

予想される生徒の反応 

評価及び指導上の 

留意点 

導

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習のねらいをつかむ】 

・学習のねらいの提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・身近な素材を提供

することで，生徒

に興味をもたせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題の提示① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その１ 釘の本数は？」 

  右の箱の中に入っている釘のおよ 

 その本数を求めよう。 

 

 

 

 「その２ 紙の枚数は？」 

  袋の中にはシュレッダーで細かく 

 なってしまった紙が入っています。 

  Ａ４用紙でおよそ何枚分か求めよう。 

 

 

 

 

 「その３ 埼玉県の面積は？」 

  右の図は、縮尺 1：500000 の 

 埼玉県の地図です。 

  埼玉県のおよその面積を求めよう。 

(学習のねらい) 

解決方法の共通点を見つけ，そのよさを考えることができる。 



展

開 

【一人で考える】 

【仲間の考えを知る】 

・課題の解決① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一人で考える】 

【話し合う】 

【仲間の考えを知る】 

・課題の解決② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<その１> 

・実際に数える 

・釘１本の重さを量って，全体の重

さを１本の重さで割る。 

<その２> 

 ・細かくなってしまっているので

数えられない。 

 ・Ａ４用紙１枚の重さを量って，

全体の重さを１枚の重さで割

る。 

 ・袋の重さは？ 

<その３> 

 ・縮尺 1:500000 ってなんだっ

け？ 

 ・わかりやすい面積の紙の重さを

量って，切り取った埼玉県の地

図の紙の重さをその重さで割

る。 

 

 

 

 

 

 

 

(解決例) 

<その１> 

・釘１本 ２.５ｇ 

 ４０００÷２.５＝１６００ 

       およそ１６００本 

<その２> 

・全体の重さ ４８００ｇ 

・Ａ４用紙１枚の重さ ４ｇ 

 

 

○具体的な事象を比

例の関係でとらえ

ることに関心をも

ち，比例を利用し

て問題を解決しよ

うとしている。       

<関心･意欲･態度> 

  (発表･プリント 

観察) 

 

・<その３>は本時の

学習のねらいに沿

った方法でできな

いか考えさせる。 

・縮尺についても確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題の解決のため

には，何を計量しな

ければいけないか

を考えさせる。 

・実物を用意して，

計量させる。 

・１本，１枚の重さ

が軽く，はかりも

１ｇ単位なので，

より正確な重さを

知るためには，あ 

それぞれの問題について，共通な解決の方法を考えよう。 

それぞれの解決方法で，問題を解決しよう。 



・ゴミ袋１枚の重さ ２０ｇ 

 ①４８００÷４＝１２００ 

 ②４７８０÷４＝１１９５ 

       およそ１２００枚 

<その３> 

・埼玉県の地図の紙の重さ ３ｇ 

・１００００ｋｍ２の重さ ８ｇ 

 ３÷８×１００００＝３７５０ 

      およそ３７５０ｋｍ２ 

 

 

 

 

 

る程度の量(10)の

重さを量ることが

必要であることに

気づかせる。 

 

○具体的な事象を比

例の関係でとら

え，それらを利用

して問題を解決で

きる。 

  <見方や考え方> 

   (発表･プリント

観察) 

 

・発表は，プリント

を撮影し，プロ 

ジェクターで黒板

に投影して行う。 

(９板書計画を参照) 

・<その１><その３>

は実際の値を伝え

る。 

ま

と

め 

【ふり返る】 

【話し合う】 

・本時のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・比例とみなして考えている。 

・実際には計測や計量できないもの

を推測することができる。 

・調べる手間と時間を軽減できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・まずは一人で考え

させ，その後まわ

りの生徒と意見交

換をする。 

 

 

 

 

 

 

今日の３つの問題の解決方法の共通点は何ですか。 

 また，その解決方法のよさは何ですか。 

（まとめ） 

・比例の関係とみなせるものは，その関係を調べることで，わ 

からない量を推測することができる。 

・比例の関係とみなすと，調べる手間と時間を軽減できる。 



【深める】 

・適用問題の提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①同じ高さ(厚さ)になるように５

等分する。 

②お茶碗１杯のお米の粒を重さで

求める。 など 

 

 

 

 

 

, 

○身のまわりには，

比例を利用して問

題を解決できる場

面があることを理

解している。      

<知識・理解> 

 (発表・プリント 

観察) 

 

６ その他 

  男子１６名 女子１８名 計３４名 

 

７ 板書計画                             右 3 分の 1 で生徒のプリントを投影し、発表してもらう 

 

 

 

 

<その１> 釘の本数は？ 

 ・方法 １本の重さを   

    量って割る 

 ・解答  4000÷2.5=1600 およそ 1600 本 

 <その２> 紙の枚数は？ 

 ・方法 全体と１枚の重さ 

         を量って割る 

 ・解答  4800÷4=1200 

         4780÷4=1195  およそ 1200 枚 

 

<その３> 埼玉県の面積は？ 

  縮尺 1:500000 

 ・方法  

埼玉県地図の  

紙の重さと、 

わかりやすい 

面積の紙の重さを量って割る 

 ・解答 埼玉 3g  

10000km2の重さ 8g 

    3÷8×1000=3750    

およそ 3750km2 

◎今日の３つの問題の解決方法の共通点

は何ですか。また、その解決方法のよ

さは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

＜深める＞ 

 ①500 枚の紙を、数えずにだいたい  

100 枚ずつに分けよう 

 ②身のまわりのことがらで、今日の 

考え方を使えるものをあげよう 

 

①５００枚の紙を，数えずにだいたい１００枚ずつに分けよう。      

②身のまわりのことがらで，今日の考え方が使えるものをあげ

よう。 

(学習のねらい) 

解決方法の共通点を見つけ 

そのよさを考えることができる。 
(まとめ) 

・比例の関係とみなせるものは、その関

係を調べることで、わからない量を推

測することができる。 

・比例の関係とみなすと、調べる手間と

時間を軽減できる。 


